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1 Society 5.0の到来

2 これからの学校教育に求められるもの

3 本市のＩＣＴ利活用の方向性

教育委員会学校教育課

Society 5.0（超スマート社会）における
学校教育の方向性について

令和元年度第２回総合教育会議資料
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1 Society 5.0の到来
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狩猟社会 農耕社会 工業社会 情報社会

Society 5.0（超スマート社会）へ
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1 Society 5.0の到来
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1 Society 5.0の到来

一方で・・・
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２ これからの学校教育に求められるもの

多様な子ども達を
「誰一人取り残すことない、

公正に個別最適化された学び」の実現

ＩＣＴを基盤とした先端技術
教育ビッグデータの活用



SMILE   CITY   MIYAKONOJO  2019

6

２ これからの学校教育に求められるもの

省庁 動向

文部科学省
「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策」を発表
校内無線LAN整備に３７５億円の予算要求

経済産業省
AIや動画等のデジタル技術を活用。「未来の教室ビジョン」を
発表

総務省 「校務系システム」と「学習系システム」の安全かつ効率的な
情報連携方法を実証

政府は、経済対策で２０２３年度までに、小中学生が
１人１台パソコンを使えるようにすることを発表

社会の急速なデジタル化に対応し、２０２３年度までに
小中学校の全学年で１人１台パソコンなどの端末がいき
わたるようにする。
令和元年１２月６日 宮崎日日新聞より
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２ これからの学校教育に求められるもの

20XX年未来の学校のイメージ
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２ これからの学校教育に求められるもの

＜学力の現状 学習到達度調査 ＰＩＳＡ＞
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日本の「読解力」順位の推移

位

ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）が、義務教
育修了段階の１５歳児を対象に、３年ごと
に読解力、数学的リテラシー、科学的リテ
ラシーの３分野で実施。

左の図は、全参加国・地域（７９か国・地
域）における順位の推移。
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２ これからの学校教育に求められるもの

「いつも」「しばしば」「ときどき」「ほとんどし
ない」のうち、「いつも」「しばしば」との回答
について整理している。
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３ 本市のＩＣＴ利活用の方向性

平成３０年度に小中学校モデル校８校にタブレットＰＣ及び
無線ＬＡＮ環境を整備。協働学習における利活用を研究

（南小、沖水小、中霧島小、西岳小、姫城中、志和池中、西中、笛水小中で検証）

児童生徒１人１台に向け、個別学習における利活用
も視野に入れる。

学習意欲の向上、学習内容の確実な定着



【情報の蓄積・活用】

児童生徒の学習履歴をクラウドで管理。経年変化を
確認することで、１人１人に最適化した指導が実現！
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３ 本市のＩＣＴ利活用の方向性

都城デジタル化推進宣言との整合性

【教育環境の効率化】

統合型校務支援システムを活用。教師の働き方改
革が進み、児童生徒に向き合う時間の確保とより質
の高い教育が実現！
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３ 本市のＩＣＴ利活用の方向性

課題１ ＩＣＴ環境整備

項目
国の目標

2018年
国の目標

2019年12月
国の現状 本市の現状

教育用コン
ピュータ

３人に１台
２０２３年までに

１人に１台
５.４人に１台 ５.５人に１台

普通教室の
無線ＬＡＮ

１００％ ４０．７％ ２９．９％

普通教室の大型
提示装置整備

１００％ ５１．２％ １００％

統合型校務支
援システム

１００％ ５７．２％ ０％

ＩＣＴ支援員 ４校に１人 データなし ０人
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３ 本市のＩＣＴ利活用の方向性

課題２ 教職員の研修

項目 国 本市

教材研究・指導の準備・評価・校務など
にＩＣＴを活用する能力 ８６．２％ ８４．６％

授業にＩＣＴを活用して指導する能力 ６９．７％ ６４．２％

児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 ７０．２％ ６３．２％
情報活用の基盤となる知識や態度につ
いて指導する能力 ８０．５％ ７５．２％

○平成３０年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査での、
教職員質問紙の肯定的な回答の割合

→ 教職員が活用しやすい環境整備及び効果的な活用の在り方に関する
研修が必要！！
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３ 本市のＩＣＴ利活用の方向性

今後の展開

国は、各省庁が予算化を行うなど、小中学校におけ
る学習用コンピュータの「１人１台」配置を目標に、学
校ＩＣＴの環境整備を強力に推進

ＩＣＴを活用した効果的・効率的な授業や、教職員自
身がＩＣＴを使いこなすための研修などの取組を計画
的に実施することで、子どもたちの情報活用能力を高
め、ひいては学力向上に繋げたい。


